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知財部門における生成 AI 活用推進プラン

（レベル 2：業務適用フェーズ）のご提案 

1. はじめに：生成 AI 活用の次なるステージへ 

1.1. 背景と目的の提示 

本提案書は、当社の知的財産部門における生成 AI 活用の取り組みを、次なる戦略

的ステージへと進化させるための具体的なプランを提示するものです。これまで我々

は、公開情報のみを扱う「レベル 1：探索フェーズ」を推進してまいりました。今後は、

セキュリティを完全に担保した環境で自社の秘密情報を活用する「レベル 2：業務適

用フェーズ」へと移行し、知財戦略そのものの革新を目指します。この移行は、単なる

ツールの導入に留まらず、企業の競争力の源泉である知的資産の価値を最大化す

るための、極めて重要な一手となります。 

1.2. レベル 1 からレベル 2 への進化の解説 

レベル 1 からレベル 2 への進化は、活用する情報の範囲と、それによってもたらされ

る価値の次元が大きく異なります。 

• レベル 1：探索・理解フェーズ 

o 活用情報: 公開情報のみ 

o 主目的: リスクを最小化しながら、生成 AI の基本性能を理解し、活用

可能性を模索する。 

• レベル 2：業務適用フェーズ 

o 活用情報: 秘密情報（自社未公開技術、社内レポート等） 

o 主目的: セキュリティを完全に担保した上で、より付加価値の高い業務

へ AI を本格適用し、具体的な成果を創出する。 

1.3. 移行の意義 

レベル 2 への移行は、AI を知財業務の「補助ツール」から、戦略的意思決定を支援

する「コア・パートナー」へと昇華させるプロセスです。これにより、これまで不可能だっ

た深度の分析や、圧倒的なスピードでの戦略立案が実現可能となります。次章では、

この移行を成功させるための基本方針を詳述します。 
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----------------------------------------------------------------------

----------  

2. レベル 2 の基本方針：守りと攻めの両立 

2.1. 基本方針の概説 

レベル 2 の成功は、機密情報を守り抜く「守り」の側面と、AI を業務本流に統合し価

値創出を加速させる「攻め」の側面を両立させることで初めて実現します。この二つの

基本方針は、本プランを推進する上での両輪となります。 

2.2. 基本方針の詳細 

以下に、レベル 2 を支える 2 つの基本方針を示します。 

方針 1：セキュリティ担保 

• 自社専用のセキュアな環境を構築し、AI と連携させます。 

• これにより、社外に漏洩することなく、未公開の技術アイデアや契約情報とい

った秘密情報を安全に活用することが可能になります。 

方針 2：業務本流への統合 

• これまでの実証実験（PoC）の段階を終え、生成 AI を日常業務の正式な一部

として本格展開します。 

• 特定の業務だけでなく、出願戦略から競合分析、発明創出に至るまで活用領

域を拡大し、業務プロセス全体を変革します。 

2.3. 戦略的価値への接続 

これら「守り」と「攻め」の基本方針を徹底することが、次章で述べる「効率化」と「高付

加価値化」という戦略的価値を創出するための強固な土台となります。 

----------------------------------------------------------------------

----------  

3. 目指す戦略的価値：「効率化」と「高付加価値化」の両立 

3.1. 価値創出マトリクスの導入 
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本プランが目指すのは、単なる業務の省力化ではありません。本質的な目標は、知

財部門の業務の質を向上させ、事業貢献度を飛躍的に高める「高付加価値化」を実

現することにあります。ここでは、我々が目指すべき戦略的な価値の方向性を明確に

します。 

3.2. 2 軸マトリクスの解説 

我々の目標は、横軸に「効率化（工数削減）」、縦軸に「高付加価値（質的向上）」を置

いたマトリクスの右上に位置する領域です。 

我々は、単に同じ仕事を速くこなす「効率向上」の領域や、高価値だが非効率なプロ

ジェクトに陥る罠を越え、「効率化」と「高付加価値」を両立させる領域を目指します。

レベル 2 で自社の秘密情報を活用することが、この領域へ本格的に参入し、真の戦

略的価値を創出するための鍵となります。 

3.3. 具体例への橋渡し 

この戦略的価値が、具体的に日々の業務の中でどのように実現されるのか。次のセ

クションでは、4 つの具体的なユースケースを通じて、そのビジネスインパクトを明ら

かにします。 

----------------------------------------------------------------------

----------  

4. 具体的な活用ユースケースと期待されるビジネスインパクト 

4.1. ユースケースの全体像 

ここでは、レベル 2 の構想を具体的な業務シナリオに落とし込み、それぞれがもたら

す「効率化」と「高付加価値」を可視化します。 

4.2. ユースケース①：出願戦略シミュレーション 

• 目的: 自社未公開アイデアと公開特許を組み合わせた出願戦略立案 

• 期待される成果: 

o 効率化: 外部調査会社への依頼に要していた時間が 2 週間 → 即

時 へと劇的に短縮されます。 
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o 高付加価値: 秘密情報である自社アイデアを基点とすることで、リアル

な出願シナリオを複数策定できます。さらに、顧客ニーズや競合動向と

いった複合的な情報を加味した最適化戦略の立案が可能になります。 

• プロセス変革: 

o 従来プロセス（数週間）: 

1. アイデア記述書作成（1 日） 

2. 外部調査会社依頼（1 日） 

3. 先行技術調査実施（1-2 週間） 

4. 社内で出願検討会議（半日） 

5. 出願戦略策定（1-2 日） 

o AI 活用プロセス（即時）: 

1. アイデア＋関連キーワードを AI に入力 

2. AI 処理：公開特許との即時比較分析 

3. 複数出願シナリオ・国別優先度の即時提案 

4.3. ユースケース②：秘密資料を含む競合分析 

• 目的: 社内レポートと公開情報を統合し、競合の強み・弱みを精緻に評

価する 

• 期待される成果: 

o 効率化: 複数の社内外資料の読み込みと突合せ作業が 3 日 → 0.5

日 へと短縮されます。 

o 高付加価値: 公開情報だけでは決して得られない、社内調査に基づく

インサイトを組み合わせることで、より精緻で実用的な競合戦略の分

析が可能になります。 

• アウトプットの具体例: AI による統合分析結果は「統合ダッシュボード」として

可視化され、以下のような戦略的示唆を得ることができます。 

o 競合特許戦略分析 

o 製品ロードマップ予測 

o リスク要因マップ 

o 協業・M&A候補発見 

4.4. ユースケース③：発明創出ワークショップ支援 

• 目的: 秘密技術課題から、新たな用途展開案や解決策を抽出する 

• 期待される成果: 

o 効率化: アイデアの収束プロセスが 3 倍速 になります。 
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o 高付加価値: 異分野の技術知識を AI が融合させることで、自社だけ

では気づけなかった盲点領域を開拓し、新規発明や強固な特許網の

構築に繋がります。 

• プロセス変革: 

o 従来のワークショップ（半日～1 日）: 

1. 課題の説明・共有（30 分） 

2. アイデア出し・付箋作成（60 分） 

3. グルーピング・整理（30 分） 

4. アイデア評価・選定（60 分） 

o AI 活用ワークショップ（2 時間程度）: 

1. 課題を AI に入力・初期案生成（10 分） 

2. AI 生成案をたたき台に議論（40 分） 

3. 議論内容を AI に再入力・精緻化（10 分） 

4. 優先順位付け・次アクション決定（30 分） 

4.5. ユースケース④：契約・訴訟対応シナリオ策定 

• 目的: 秘密契約書と公開判例データを組み合わせ、AIによるリスク診断

と交渉論点を抽出する 

• 期待される成果: 

o 効率化: 契約書の詳細なリーガルチェック時間が 数日 → 数分 へと

大幅に短縮されます。 

o 高付加価値: 過去の膨大な判例データと自社の契約条項を AI が突合

させることで、予測的かつプロアクティブ（能動的）なリスク分析が可能

になります。これにより、法務・知財部門は事後対応型のレビュー業務

から、事業を守る戦略的なリスク mitigation パートナーへと進化しま

す。 

• アウトプットの具体例: リスクマップや重点交渉論点リストといった具体的

なアウトプットが得られます。特に論点リストでは、以下のような具体的な指摘

と対応方針が示されます。 

o ① 知的財産権条項：共同開発成果の帰属が不明確 

o ② 賠償責任上限：市場平均と比較して自社不利 

o ③ 秘密保持期間：競合他社と比較し短期設定 

o ④ 契約終了条件：一方的解除権の相手方有利条項 

4.6. 次のステップへの移行 
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これらの強力なユースケースを実現するためには、着実な実行計画が不可欠です。

次に、具体的なロードマップを示します。 

----------------------------------------------------------------------

----------  

5. 実行計画：実現に向けたロードマップ 

5.1. 計画の全体像 

本セクションでは、これまで述べた構想を実現可能なアクションに落とし込んだ実行計

画を提示します。計画は、技術的な基盤構築と、組織的なプロセス改革の両側面をカ

バーしています。 

5.2. アクションプラン 

アクションプラン 

1. 自社専用環境の構築（1 ヶ月） 

o 社内ネットワーク上に、外部から隔離されたセキュアな AI 環境を整備

します。 

2. セキュリティ体制確立（2 週間） 

o 情報セキュリティ部門と連携し、情報の入出力に関する管理体制とル

ールを構築します。 

3. 業務プロセス改革（1 ヶ月） 

o ユースケースに基づき、従来の業務プロセスを AI 活用を前提とした形

に再設計します。 

4. 経営成果の可視化（四半期） 

o 時間・コスト削減といった定量的指標と、分析の質向上といった定性的

成果の両面から経営層へ定期報告します。 

5.3. 社内展開プロセス 

社内展開プロセス 

1. ユースケース検証と効果実証（1 ヶ月） 

o 先行チームが主要ユースケースを実践し、具体的な効果を実証・測定

します。 
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2. 部門横断体制の確立（2 週間） 

o 知財部門、IT 部門、情報セキュリティ部門による推進体制を正式に発

足させます。 

3. 標準業務プロセス策定（1 ヶ月） 

o 検証結果を基に、AI を活用した標準業務プロセスとガイドラインを策定

します。 

4. 全社展開と継続的改善（毎月レビュー） 

o 知財部門内での利用を拡大し、月次レビューを通じて継続的な改善サ

イクルを回します。 

5.4. 将来像への接続 

この実行計画は、レベル 2 を確実に達成するためのものですが、同時に、さらに大き

なビジョンへの重要な第一歩でもあります。 

----------------------------------------------------------------------

----------  

6. 将来展望：レベル 2 の先にある未来 

6.1. 長期的な視座の提示 

本提案は、短期的な業務改善に留まるものではありません。全社的な AI 活用の高

度化に向けた長期的なロードマップの一部として位置づけられています。 

6.2. 生成 AI 活用のステップアップ 

我々は、生成 AI の活用レベルを段階的に引き上げていくことを構想しています。 

• レベル 1: 探索・理解（公開情報のみ） 

• レベル 2: 業務適用（自社専用環境）← 現在地 

• レベル 3: 戦略統合（全社連携：研究開発・事業部門とのデータ連携） 

• レベル 4: 価値創造（社外連携：パートナー企業とのセキュアなデータ連携） 

本プランで推進するレベル 2 は、将来、他部門や社外パートナーと連携し、より大き

な価値を創造するための不可欠なステップです。ここで培うノウハウと基盤が、未来

の競争優位性を築く礎となります。 
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----------------------------------------------------------------------

----------  

7. 結論とご承認のお願い 

7.1. 提案の要約 

本提案の核心は、以下の 3 点に集約されます。 

• 本プランは、自社の秘密情報を安全に活用することで、知財業務を根本から

革新するものです。 

• 単なる「効率化」に留まらず、競合分析の精緻化や発明創出支援といった、戦

略的な「高付加価値」を創出します。 

• その実現性は、具体的な 4 つのユースケースと、着実な実行計画によって裏

付けられています。 

7.2. 決議依頼 

つきましては、ここに提示いたしました「知財部門における生成 AI 活用推進プラン（レ

ベル 2）」の実行につきまして、ご承認を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げま

す。 
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